










藤井他（2014）では，ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service; 以下
SNS とする）の一つである“Twitter（https://twitter.com）”に注目し，その中で時折みられる“不
適応的な”つぶやきに着目して検討を行った 1。具体的には，ネガティブな（ここでは不適応的と
同義として扱う）ツイート行動（Negative Tweet Behavior; 以下 NTB とする）を多く行う者は，
ネガティブなパーソナリティ特性が高いという仮説を立てて，ネガティブツイート行動尺度 
（Negative Tweet Behavior Scale; 以下 NTBS とする）や Twitter の価値尺度を作成し，他者軽視
傾向（速水 , 2006）や自己愛（小塩 , 1998），孤独感（諸井 , 1992）など，各種パーソナリティ特性
との関連を検討した。
その結果，3 下位尺度からなる NTBS の“自己アピール”と命名された尺度（項目例は後述の
Table1 を参照）の得点は他者軽視傾向と直接の関連を示したほか，自己愛の下位尺度の一つであ





















調査対象者　群馬県・東京都・福岡県の大学に通う大学生 360 名（男性 157 名，女性 196 名，性
別の未記入 7 名。年齢のM = 19.80，SD = 2.60，年齢のレンジは 18 ─ 45 歳）が調査に参加した。






(a) NTBS　藤井他（2014）で作成された NTBS のうち 13 項目（自己アピール）を使用し，高／
中／低 NTB 条件を操作した。高 NTB 条件では，6 件法の NTBS に対して，架空の“回答者”が
ランダムに 5 または 6 を選択している回答パターンが提示された。一方，低 NTB 条件では，高
NTB 条件と反対のパターン（1 または 2 を選択している回答パターン）が提示された。また，中
NTB 条件においては，“回答者”がランダムに 3 または 4 を選択している回答パターンが提示された。
操作の際，これらの回答パターンが実在する人物による回答であり，当人の許可を得て提示してい
る旨を質問紙上で教示した (Table1)。
Table1  調査対象者に提示したものと同一の回答（低 NTB 条件）
注）実際に調査対象者に提示したものと同一のフォントで掲載している。
(b) 印象評定尺度（SD 法）　NTBS の“回答者”とされる人物の印象を評定してもらうため，沼崎・
工藤（2003）で用いられた 23 対の形容詞（e.g., 人付き合いのよい─人付き合いの悪い，意地悪な─
親切な，など）を使用し，“(a) の尺度に回答した人”とされる人物の印象について，5 件法を用い
て回答を求めた。











調査対象者は，上述の 3 種類の回答パターンのうち，ランダムに 1 種類が配布され，回答パター
ンを見た後で，その“回答者”に対する SD 法およびリッカート尺度を用いた印象評定を行った。
続いて，Twitter の価値尺度（藤井他 , 2014）への回答を求めた後，パーソナリティを測定する複
数の尺度をランダムに配置した尺度への回答を求めた（これらは本稿では報告しない）。その後，
調査対象者自身の Twitter の使用状況について尋ねた。ここでは，Twitter 使用の有無を問い，使








の狭い，重々しい─軽い）を削除し，最終的に Table2 に示す 3 因子解を採択した。
SNS 上の不適応的な「つぶやき」の頻度と他者評定の関連
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Table2  印象評定尺度 (SD 法 ) の因子分析結果
第一因子は内向的，活発など，活動性に関わる項目が多く含まれたことから，“活動性”と命名し，









測定された 4 項目の得点を従属変数，提示された質問紙のパターン（高／中／低 NTB）を独立変
数とした一要因三水準の分散分析を実施した結果を順に示す 3。独立変数の主効果が有意であった
際の多重比較には，すべて Tukey 法を用いた。
まず，活動性については質問紙の条件の主効果が有意であり（F（2, 356）= 54.64, p <.001, η2 = 
.24），多重比較を行った結果，活動性は NTB 高条件，NTB 中条件，NTB 低条件の順に高く，各
条件間の平均値差は有意であった（3.95 ＞ 3.33 ＞ 3.06）（Figure2）。
続いて，無責任さについても質問紙の条件の主効果が有意であり（F（2, 356）= 40.64, p <.001, 
η2 = .19），多重比較を行った結果，無責任さは NTB 高条件，NTB 中条件，NTB 低条件の順に高く，






また，個人的親しみやすさについても質問紙の条件の主効果が有意であり（F（2, 356）= 23.24, 
p <.001, η2 = .12），多重比較を行った結果，個人的親しみやすさは NTB 低条件と NTB 中条件と
の間に有意な差はなく，この両者よりも NTB 高条件が有意に低かった（低条件，中条件，高条件
の順に 3.25 = 3.28 ＞ 2.9）（Figure4）。
続いて，“このツイートは，好ましいものだと思う”という項目の得点に対しても質問紙の条件
の主効果が有意であり（F（2, 352）= 28.56, p <.001, η2 = .14），多重比較を行った結果，この項目
の得点は NTB 低条件と NTB 中条件との間に有意な差はなく，この両条件よりも NTB 高条件が有
意に低かった（低条件，中条件，高条件の順に 3.22 = 3.07 ＞ 2.87）（Figure5）。
次に，“このツイートは，普通だと思う” という項目の得点に対しても質問紙の条件の主効果が





NTB 中条件，NTB 低条件，NTB 高条件の順に高く，各条件の間には有意な差がみられた（中条件，
低条件，高条件の順に 3.73 ＞ 3.41 ＞ 3.05）（Figure6）。
そして，“この人のツイートは，嫌味っぽいと思う” という項目の得点に対しても質問紙の条件
の主効果が有意であり（F（2, 352）= 46.93, p <.001, η2 = .21），多重比較を行った結果，この項目
の得点は NTB 高条件，NTB 中条件，NTB 低条件の順に高く，各条件の間には有意な差がみられ
た（低条件，中条件，高条件の順に 1.91 ＜ 2.55 ＜ 3.14）（Figure7）。
最後に，“この人はいわゆる「構ってほしい人」だと思う” という項目の得点に対しても質問紙
の条件の主効果が有意であり（F（2, 354）= 163.85, p <.001, η2 = .48），多重比較を行った結果，
この項目の得点は NTB 高条件，NTB 中条件，NTB 低条件の順に高く，各条件の間には有意な差
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